
1 

女性

57.9%

男性

41.7%

選択しない

0.2%

無回答

0.2%
(n=549)

18～19歳

1.1%

20～29歳

7.7%

30～39歳

16.2%

40～49歳

17.3%

50～59歳

21.5%

60～69歳

16.4%

70歳以上

19.9%

無回答

0.0%(n=549)

いる

74.8%

死別した

6.2%

離別した

3.8%

未婚

14.6%

その他

0.2%

無回答

0.4%(n=549)

夫婦（事実婚も含

む）のみ
30.4%

夫婦（事実婚も含む）と子ども

44.1%

夫婦（事実婚も含む）

と親
0.7%

親・子・孫の３世代

世帯

2.7%

母親と子ども

4.7%

父親と子ども

0.5%

単身世帯

13.3%

同性パートナー

0.4%

その他

3.1%
無回答

0.0%(n=549)

令和６年度実施 朝霞市男女平等に関する市民意識調査結果報告書《概要版》 

調査の目的 

この調査は、「第３次朝霞市男女平等推進行動計画」（令和８(2026)年度から令和１７(2035)年度までの計画）

の策定や、今後の取組に向けた重要な基礎資料とするために実施したものです。 

調査の概要 

■調査対象：2,000 人（住民基本台帳から 18 歳以上の朝霞市民を無作為抽出） 

■調査方法：郵送による配布、郵送による回収及び Web による回答 

■調査期間：令和６年８月２３日（金）～９月２０日（金） 

■回 収 数：550 票［有効票 549 票・白票１票］（有効回答率：27.5％） 

・図表中の（n＝＊）は集計母数を表しています。 
・回答の比率（％）は、各設問の回答者数を母数として算出しているため、複数回答の設問については、選択肢ごとの比率を合計す

ると 100％を超えることがあります。 
・同様の傾向の回答をまとめて割合を出す時、【　】で表現する場合があります。 
・性別のうち「選択しない」の回答者は 1 名と僅少だったため、性別クロス集計の分析対象としないこととします。 
 

 

 

性　別 

◆「女性」が 57.９％で過半数を占めています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

年　齢 

◆３0 歳以上がそれぞれ 1６％台～21％台と同程度

で、20 代以下は 10％未満となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

配偶者・パートナー（事実婚含む）の有無 

◆「いる」が 74.８％で最も高く、「未婚」と「離別した」

「死別した」を合わせると 2４.６％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

世帯構成 

◆「夫婦（事実婚も含む）と子ども」が 4４.１％で最も

高 く 、 次 い で 「 夫 婦 （ 事 実 婚 も 含 む ） の み 」 が

30.4％となっています。 

 

 

 

 

回答者の属性



2 

3.6 

1.6 

6.6 

15.7 

13.2 

19.2 

26.6 

25.5 

28.4 

13.3 

15.7 

10.0 

38.3 

40.9 

34.5 

1.1 

0.9 

1.3 

1.5 

2.2 

0.0 

0 20 40 60 80 100

全体(n=549)

女性(n=318)

男性(n=229)

どちらかといえばそう思う どちらでもない

どちらかといえばそう思わない そう思わない わからない

無回答

（％）

そう思う

【そう思う】 【そう思わない】

13.7 

14.5 

12.7 

27.7 

28.0 

27.5 

56.8 

56.0 

58.1 

1.8 

1.6 

1.7 

0 20 40 60 80 100

全体(n=549)

女性(n=318)

男性(n=229)

言葉は聞いたことがあるが、

意味は理解していない

言葉も意味も

理解していない

無回答

（％）

言葉も意味も

理解している

 

 

「男性は仕事、女性は家庭」という考え方 

「男性は仕事、女性は家庭」という考え方について、「そう思う」と「どちらかといえばそう思う」の合計である【そう思う】

は 19.3％、一方、「そう思わない」と「どちらかといえばそう思わない」の合計である【そう思わない】は 51.6％で、【そ

う思わない】が【そう思う】を 32.3 ポイント上回っています。また、「どちらでもない」は 26.6％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

男女共同参画社会のイメージ（現在の社会全般、全体） 

現在の社会全般の男女共同参画社会のイメージに

ついて、「そうなっている」が最も高かったのは「②学

校教育の中で男女の地位は平等である」（54.6％）、

次いで「⑥法律や制度の上で男女の地位は平等であ

る」（35.7％）、「①家庭生活の中で男女の地位は平

等である」（26.4％）となっています。一方、「そうな

っていない」が高い順にみると、「④社会通念・慣習・

し き た り な ど で 男 女 の 地 位 は 平 等 で あ る 」

（82.0％）、「⑤政治の場で男女の地位は平等である」

（76.5％）、「③職場の中で男女の地位は平等である」

（70.3％）となっています。 

 

 

 

SOGIE（性的指向および性自認・性表現）という言葉の理解度 

「言葉も意味も理解していない」と回答

する割合が最も高く 56.8%であり、「言

葉も意味も理解している」と回答する割

合は 13.7%と低い割合です。性別でみ

ると、男女で大きな違いはありませんが、

男性よりも女性の方が「言葉も意味も理

解している」と回答する割合が高くなっ

ています。 

 

そうなっている

26.4 

54.6 

23.1 

10.9 

16.2 

35.7 

25.0 

そうなっていない

67.6 

36.6 

70.3 

82.0 

76.5 

56.3 

67.0 

無回答

6.0 

8.7 

6.6 

7.1 

7.3 

8.0 

8.0 

0 20 40 60 80 100

全体(n=549)

①家庭生活の中で男女の地位は平等である

②学校教育の中で男女の地位は平等である

③職場の中で男女の地位は平等である

④社会通念・慣習・しきたりなどで男女の地位は平等である

⑤政治の場で男女の地位は平等である

⑥法律や制度の上で男女の地位は平等である

⑦地域活動の場で男女の地位は平等である

（％）

家庭等での男女のあり方について

男女共同参画社会について

性の多様性に対する理解について
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0 10 20

①命の危険を感じるくらいの暴力を受けたことがある

②医師の治療が必要となる程度の暴力を受けたことがある

③大声でどなられたり、すぐに暴力を振るわれたことがある

④嫌がっているのに性的な行為を強要されたことがある

⑤見たくないのに、ポルノビデオやポルノ雑誌を見せられたことがある

⑥妊娠を望んでいないのに避妊に協力してくれなかったことがある

⑦何を言っても無視され続けたことがある

⑧交友関係や電話、メール、郵便物等を細かく監視されたことがある

⑨「誰のおかげで生活できるんだ」などと言葉の圧力をかけられたことがある

⑩外出を許されなかったことがある

⑪生活費を渡してくれなかったことがある

⑫危害の不安・恐怖を感じるような脅迫を受けたことがある

《女性》

1・２度あった何度もあった

2.5

2.5

13.8

10.3

1.2

7.2

9.2

5.0

10.4

3.8

3.8

4.8

（％）
(n=318)

01020

《男性》

0.8

0.8

9.2

0.0

0.0

0.9

10.9

3.1

3.0

2.1

0.9

2.1

（％）
(n=229)

20.6 

11.5 

27.9 

0.9 

6.2 

6.4 

2.4 

13.5 

4.6 

6.2 

16.3 

9.6 

25.6 

1.3 

9.3 

9.3 

4.3 

10.6 

4.6 

9.3 

0 10 20 30 40 50

①結婚や出産にかかわらず、仕事を続けている（いた）

②子育ての時期だけ一時やめ、その後は

フルタイムで仕事を続けている（いた）

③子育ての時期だけ一時やめ、その後は

パートタイムで仕事を続けている（いた）

④学校卒業時は仕事を持たず、結婚後

または子育て終了後から仕事を持っている（いた）

⑤子どもができるまで仕事を持ち、子どもが

できたら家事や子育てに専念している（いた）

⑥結婚するまで仕事を持ち、

結婚後は家事などに専念している（いた）

⑦仕事は持っていない

⑧わからない

⑨その他

無回答

今回調査(n=549) 前回調査(n=540)

（％）≪現実≫

35.3 

20.9 

14.0 

0.9 

5.1 

3.5 

0.9 

6.6 

8.6 

4.2 

26.9 

20.9 

17.4 

2.2 

10.7 

4.1 

1.3 

4.3 

6.5 

5.7 

01020304050

（％）
≪理想≫

 

 

配偶者等から暴力を受けた経験 

ほとんどの項目において女性は男性と比べて暴力を受けた経験が多い傾向がみられます。特に、「④嫌がっているの

に性的な行為を強要されたことがある」は女性が 10.3％で男性（0％）を 10.3 ポイント、「⑨『誰のおかげで生活できる

んだ』などと言葉の圧力をかけられたことがある」は女性が 10.4％で男性（3.0％）を 7.4 ポイント上回っています。 

一方、「⑦何を言っても無視され続けたことがある」は、男性の被害が女性の被害を上回っている唯一の項目です。女

性が 9.2％であるのに対して男性は 10.9％で、男性の方が 1.7 ポイント上回っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

女性の働き方（理想と現実） 

理想の女性の働き方について、「①結婚や出産にかかわらず、仕事を続ける」（35.3％）が最も高く、次いで「②子育て

の時期だけ一時やめ、その後はフルタイムで仕事を続ける」（20.9％）、「③子育ての時期だけ一時やめ、その後はパート

タイムで仕事を続ける」（14.0％）が上位となっています。現実の女性の働き方について、「③子育ての時期だけ一時や

め、その後はパートタイムで仕事を続けている（いた）」（27.9％）が最も高く、次いで「①結婚や出産にかかわらず、仕事

を続けている（いた）」（20.6％）、「②子育ての時期だけ一時やめ、その後はフルタイムで仕事を続けている（いた）」

（11.5％）の順になっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

配偶者等からの暴力（ドメスティック・バイオレンス）について

就業状況について
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52.5 

41.7 

39.2 

23.9 

23.7 

19.7 

56.6 

39.0 

49.1 

22.3 

23.6 

16.4 

46.7 

45.4 

25.8 

26.2 

24.0 

24.5 

0 20 40 60 80

⑧企業等に対して、性別にかかわらず働きやすい職場づくりを促進する

③学校等での男女平等についての教育を充実する

⑩育児や家庭生活などに、男性の積極的な参加を促進する

④社会教育など生涯学習の場で男女平等についての教育を充実する

⑥市が開催する会議など、政策決定の場に女性を積極的に登用する

①男女平等の広報・啓発活動を充実する

全体(n=549)

女性(n=318)

男性(n=229)

（％）

【上位6項目】

※各項目の番号はアンケート調査の設問における選択肢の番号

1.5 

5.6 

1.8 

3.6 

6.9 

4.4 

68.9 

3.3 

11.7 

1.6 

7.5 

1.9 

4.4 

6.6 

4.1 

63.8 

4.7 

13.8 

1.3 

3.1 

1.7 

2.2 

7.4 

4.4 

76.0 

1.3 

8.7 

0 20 40 60 80 100

①身近な人から殴られるなどの身体的な暴力を受けている

②身近な人からの心ない言動により心を傷つけられている

③いじめを受けている

④性に関していやな思い出がある

⑤生活に必要なお金に困ることがある

⑥ひとりぼっちだと感じる

⑦特にない

⑧その他

無回答

全体(n=549)

女性(n=318)

男性(n=229)

（％）

 

 

男女平等社会の確立をめざして、市が力を入れるべきこと 

市が力を入れるべきことについて、「⑧企業等に対して、性別にかかわらず働きやすい職場づくりを促進する」

（52.5%）が最も高く、次いで「③学校等での男女平等についての教育を充実する」（41.7%）、「⑩育児や家庭生活など

に、男性の積極的な参加を促進する」（39.2%）が上位となっています。性別でみると、「⑩育児や家庭生活などに、男性

の積極的な参加を促進する」の項目は男女の傾向が大きく異なり、女性は 49.1％であるのに対して、男性はそれよりも

23.3 ポイント低い 25.8％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

困っていること、悩んでいること 

困っていること、悩んでいることについて、「⑦特にない」と回答する割合が 68.9%と圧倒的に高いですが、「⑤生活

に必要なお金に困ることがある」（6.9%）や「②身近な人からの心ない言動により心を傷つけられている」（5.6%）とい

った悩みも少なからず存在します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和６年度実施 朝霞市男女平等に関する市民意識調査結果報告書《概要版》 

令和７年７月 

発行　朝霞市女性センター（それいゆぷらざ） 

〒351-0016　埼玉県朝霞市青葉台１－７－１ 

ＴＥＬ　048-463-2697　　ＦＡＸ　048-463-0524

市の男女平等施策について

困難な問題への支援について


